
金
調
押
古
蹟
志
巻
十
四

り
、
御
供
可
v
仕
と
申
上
げ
た
る
者
共
に
御
櫨
、
後
悔
斜
友
ら
宇
と
、

彼
の
療
の
老
人
芳
賀
宗
惑
と
一
宮
ふ
者
常
々
物
語
す
。
と
い
へ
り
。
按

宇
る
に
.
秀
家
卿
の
内
室
は
利
家
卿
の
息
女
に
て
、
秀
家
卿
は
利
長

卿
の
妹
聾
・
怠
り
。
故
に
中
村
次
郎
兵
衛
を
吾
が
藩
士
に
召
抱
え
ら
れ

し
も
、
そ
の
因
み
に
依
り
て
の
事
た
る
ぺ
し
。

。

星

見

町

一
応
稔
六
年
の
士
艇
に
、
竪
町
後
目
町
里
見
七
左
衛
門
町
と
見
b
.
享
保

九
年
の
士
般
に
は
‘
竪
町
塁
見
七
左
衛
門
と
あ
り
。
さ
れ
ば
享
保
の

頃
ま
で
は
竪
町
と
稽
し
、
里
見
町
の
名
は
共
の
以
後
よ
り
の
事
た
る

ぺ
し
。
但
し
従
前
里
見
町
と
呼
び
た
る
は
俗
稀
に
て
、
奮
藩
中
里
見

氏
等
居
邸
の
所
付
に
は
、
竪
町
茜
屋
小
路
と
書
出
す
例
也
と
ぞ
。
明

治
慶
藩
前
は
里
見
氏
本
末
雨
家
、
此
の
町
内
に
居
邸
あ
り
し
か
ど
、

厳
務
の
後
雨
家
共
此
の
地
を
退
去
し
、
今
は
町
名
に
共
の
名
を
稀
す

る
の
み
た
り
。

。
里
見
七
左
衛
門
元
照
億

元
照
の
父
は
、
日
野
備
中
光
久
と
て
、
長
上
出
羽
守
に
仕
へ
た
り
。

後
紀
州
徳
川
家
に
奉
仕
し
、
鹿
年
日
野
隆
菩
と
稀
す
。
母
は
最
上
家

の
家
士
里
見
玄
審
の
娘
た
り
。
外
叔
の
由
緒
に
依
り
て
、
元
照
星
見

か
。
久
之
丞
吉
久
は
、
吾
が
組
西
岸
粛
の
雑
記
民
、
い
ぎ
り
す
甲
の

し
と
る
上
を
上
へ
段
々
に
、
具
足
の
く
さ
宇
り
も
皆
共
の
湿
り
也
。

是
は
締
盗
人
成
る
故
に
、
上
よ
り
鑓
に
て
突
く
に
す
べ
る
や
う
に
し

た
る
也
。
不
破
政
右
衛
門
、
微
妙
公
よ
り
拝
領
の
由
民
て
所
持
・
な
り

と
、
春
田
久
之
丞
語
る
。
と
見
b
.
金
津
卯
辰
妙
正
寺
の
過
去
帳
に
‘

春
闘
久
佑
組
父
寛
文
七
年
八
月
十
八
日
渡
し
、
春
田
久
佑
父
春
闘
久

右
衛
門
元
秘
七
年
八
月
十
三
日
夜
し
‘
春
闘
久
兵
衛
父
久
佑
寅
永
凹

年
十
月
十
六
日
夜
ず
る
由
記
載
す
。
金
津
町
舎
所
留
記
K
.
文
政
十

四
年
に
森
下
町
春
田
久
之
丞
の
名
見
h
、
享
和
三
年
に
竪
町
春
田
久

兵
衛
の
名
見
h
た
り
。
久
兵
衛
は
邸
ち
竪
町
春
問
小
路
角
家
に
居
住

せ
し
春
闘
鍛
治
勘
七
の
祖
父
た
り
と
い
へ
り
。
勘
七
が
家
は
甚
だ
奮

家
な
る
よ
し
い
ひ
停
ふ
と
い
へ
ど
も
、
奮
記
停
害
た
き
ゅ
ゑ
に
、
臆

代
の
名
さ
へ
鮮
か
た
ら
宇
。
停
訟
に
、
昔
は
具
足
鍛
冶
た
り
と
一
宮
ひ

停
ふ
る
の
み
。
小
松
遺
文
盛
安
五
年
七
月
合
所
横
目
の
言
上
容
に
、

合
所
に
有
v
之
古
鐙
営
夏
梯
方
に
付
・
は
り
た
や
勘
七
・
新
七
商
人
罷

越
、
直
段
付
設
す
よ
し
載
せ
た
り
。
是
即
ち
竪
町
春
田
鍛
冶
の
祖
先

に

τ‘
慶
安
の
頃
も
勘
七
と
稀
せ
し
と
聞
ゆ
。
叉
町
曾
所
留
飽
に
載

せ
た
る
、
寅
永
三
年
九
月
高
麗
者
取
調
雪
上
容
に
、
容
回
勘
助
組
父

金
滞
吉
原
志
巻
十
四

ニ
四

玄
審
の
猶
予
と
成
り
、
里
見
氏
を
稀
せ
り
o
寛
永
元
年
中
納
言
利
常
一

卿
召
抱
え
ら
れ
、
家
総
千
二
百
石
を
賜
は
る
。
二
子
あ
り
。
長
男
元

茂
父
が
遺
跡
を
縫
ぎ
、
父
の
釆
地
の
内
九
百
石
を
賜
は
り
、
後
三
百

石
加
思
あ
り
て
、
町
奉
行
・
馬
廻
組
頭
を
勤
め
、
老
年
に
及
び
致
仕
し

て
、
名
を
甫
心
と
mmす
。
二
代
七
左
衛
門
是
な
り
。
二
男
興
元
.
治

左
衛
門
と
稿
す
。
父
の
釆
地
の
内
三
百
石
配
分
賜
は
り
、
先
手
物
頭

を
勤
め
、
元
秘
中
兄
弟
共
に
残
す
ι
後
年
に
至
り
ま
た
三
百
石
配
分

し
て
、
本
末
三
家
と
た
り
。
共
に
茜
屋
小
路
に
邸
地
を
賜
は
り
、
子
採

連
綿
せ
し
に
依
り
て
、
右
邸
地
法
の
町
名
を
ぽ
恩
見
町
と
呼
ぺ
り
。

。
春
田
小
路

里
見
町
よ
り
竪
町
へ
出
づ
る
往
来
を
い
へ
り
。
竪
町
の
此
の
小
路
の

西
角
に
春
田
鍛
治
と
て
教
代
居
住
す
。
故
に
小
路
の
名
に
呼
ぺ
・
0
0

然
る
に
腹
臨
年
中
、
子
孫
事
国
勘
七
家
屋
を
寅
却
し
て
退
去
せ
り
。

O
春
田
鍛
冶
偉

明
珍
弟
子
家
系
聞
に
、
春
田
太
左
衛
門
正
重
・
春
闘
久
之
丞
吉
久
雨

入
を
記
載
し
、
正
震
は
、
金
色
ょ
う
か
ん
、
折
目
E
し
〈
、
よ
く
き

た
で
甚
だ
よ
し
。
吉
久
は
、
金
色
黒
く
‘
す
ん
め
り
と
し
て
、
し
わ

筋
き
わ
ど
し
。
と
註
記
す
。
按
や
る
民
、
右
雨
入
共
金
揮
の
人
た
ら
ん

成
瀬
小
八
郎
と
申
者
、
高
麗
陣
之
節
檎
之
内
に
而
、
瑞
龍
公
被
=
召
尚
一

御
扶
持
方
被
v
下
、
小
八
郎
病
死
後
、
英
子
成
瀬
勘
右
衛
門
と
申
者
へ

御
扶
持
被
v
下
、
寛
永
十
六
年
病
死
す
。
共
頃
勘
助
幼
少
に
て
、
委
細

之
儀
発
無
v
之
故
、
小
八
郎
何
れ
の
手
に
て
拾
に
成
り
た
る
哉
、
且
小

八
郎
・
勘
右
衛
門
共
に
御
扶
持
方
員
数
並
組
柄
等
も
相
知
不
v
申
。
勘

助
儀
、
父
死
後
春
田
十
兵
衛
と
申
者
の
舘
養
子
に
能
成
た
る
由
。
と
あ

り
。
按
宇
る
に
、
慶
長
十
年
の
利
長
卿
富
山
養
老
附
土
岐
に
.
二
拾

俵
畿
地
屋
動
助
と
見
b
た
る
勘
助
は
、
小
八
郎
が
事
た
る
ぺ
し
。
小

八
郎
そ
の
さ
き
勤
助
と
呼
ぴ
た
る
ゆ
ゑ
に
、
共
の
孫
を
も
勘
助
と
稀

せ
し
も
の
也
と
聞
ゆ
。
但
し
此
の
審
問
十
兵
衛
と
い
へ
る
も
の
は
.

竪
町
春
田
鍛
冶
と
同
姓
に

τ、
も
し
は
春
田
太
左
衛
門
正
霊
の
子
孫

た
ら
ん
か
。

。
松
崎
小
路

竪
町
春
田
小
路
の
見
付
な
る
小
路
を
呼
ぺ
り
。
此
の
小
路
の
入
口
東

側
陀
、
務
士
松
崎
氏
の
邸
宅
あ
り
て
、
教
代
居
住
せ
り
。
故
に
小
路

の
名
に
呼
べ
り
。
延
賓
の
金
祖
仲
間
に
、
松
崎
九
十
郎
と
あ
り
。
元
総

六
年
の
士
艇
に
、
松
崎
亀
之
助
竪
町
市
札
の
近
所
と
見
b
.
鍵
呉
記

に
、
事
保
五
年
五
月
十
日
竪
町
松
崎
亀
之
助
よ
り
の
出
口
玉
屋
と
云

二
五




